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●開園時間：午前9時～午後5時（ただし、企画展は午前9時30分～午後4時30別

●入場無料

●園芸相談：午前9時30分～12時30分、午後1時30分～4時30分

●休館日：火曜日　★2月11日（火・祝）は開館します。
（火曜日が祝休日にあたる程合牒個腰ル、その直射沌休日ではない日を休館）、年末年始

●所在地：練馬区東大泉6－34－4

★企画展についてのお問い合わせ先TEL：03－690空－6403FAX：03－6904－64（14
E－mall・maktnoteien＠mlSt．OCn．ne．JP
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企画展内容
“植物画を描くということは、労多くしてむくわれることの少ない仕事であるが、たいへん重要な仕事であるから頑張るように”

この言葉は、日本を代表する植物園鑑である『牧野日本植物図鑑』（1940年）を著した植物学者の牧野富太郎が、1929（昭和4）年頃、

旧満州（現中国東北部）に暮らした太出洋愛（1910－1988）という一人の植物画家に送った励ましの言葉です。牧野富太郎

は太田洋愛のもとにケント紙、丸ペン、墨、面相筆を送り、手紙には植物を描く上での注意事項を書き添えました。牧野富太郎と

の交流がきっかけとなって植物画の道へと進んだ太白洋愛は、終戦を経て1948（昭和23）年に帰因、その後『原色日本林業樹木

図鑑』（1964年）、『原色日本のラン』（1971年）、『日本桜集』（1973年）など、主要な図鑑類の原図を手がけていきます。

1970（昭和45）年には日本ボタニカルアート協会の創立に携わり、戦後田本における植物画の営及に吉尽力しました。

本展では、牧野喜太郎を尊敬し続けた植物画家の太田洋愛が描いた責重な植物画やスケッチなど、未公開作品を中心に約100点

（前期と後期で展示入替）を紹介します。

太田洋愛　ラツカセイ1954年 太田洋愛　アネモネ 太田洋愛：、パトビエソス（ラン）1980年　太田洋愛　センタイハギ1980年
いすれモ個人蔵

ボタニカルアート講座
［講　師石川美枝子氏（植物画家）
ほ　時］2月5日（水）、2月‖EH火・祝）、

2月19日（水）、2月26日（水）

いずれも午前10時から正午まで

関連イベント

薗還姦…漂聖
［内　容】本格的なボタニカルアート（植物画）の描き方を学びます。

【材料費目′200円

［持ち物巨透明水彩絵異、水彩筆など

［定　員日6名（4回すべてに参加できる方）

［申　込］事前申込制（抽選）

【場　所］練馬区立牧野記念庭園講習室

★申込方法★
郵便往復はがきの往信用裏面に郵便番号・住所・氏名・電話番号・イベント名を、

返信用表面に郵便番号・住所・氏名を明記して、1月22日（必着）までにお申し込み

ください（引78－0063東京都練馬区東大泉6－34－4練馬区立牧野記念庭園記念館）。

※講座の対象は原則として区内在住・在勤（在学）の方です℃区内在住でない方は

勤務先や学校の住所を記入してください。お申込みは一人“通に限ります。

に、当時の思い出や描き方についてお話を伺います。

【参　加】無料（申込不要、定員20名）

［場　所】練馬区立牧野記念庭園記念館企画展示室

ギャラリー・トーク
学芸員による展示解説

ほ　時］3月16日（日）、3月29日（土）

いずれも午後2時30分より20分程度

【参　加】無料（申込不要、定員20名）

【場　所＝練馬区立牧野記念庭園記念館企画展示室

≒三重蕪l∴‾二千∴二


